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お
知
ら
せ

　

民
生
委
員
制
度
は
、
平
成
29
年
に

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
歴
史
と
実
績
が
あ

る
制
度
で
す
。
大
正
６
年
５
月
12
日
に
岡

山
県
で
創
設
さ
れ
た
「
救
世
顧
問
制
度
」

が
始
ま
り
で
、
昭
和
52
年
に
毎
年
５
月
12

日
を
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
と

定
め
ま
し
た
。

　
地
域
で
の
相
談
支
援
活
動
と
と
も
に
、

「
在
宅
ね
た
き
り
高
齢
者
」「
父
子
家
庭
」

「
在
宅
認
知
症
高
齢
者
の
介
護
者
」
な
ど

の
実
態
調
査
を
行
い
、
時
代
に
先
駆
け
福

祉
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
課
題
改
善
の
た

め
の
全
国
運
動
に
取
り
組
み
、
福
祉
施
策

の
充
実
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
…
】

　
住
民
の
立
場
に
た
っ
て
ま
ち
の
福
祉
を

担
う
民
生
委
員
法
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。

○
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す

　
地
域
に
暮
ら
す
身
近
な
相
談
相
手
と
し

て
、医
療
や
介
護
、子
育
て
の
不
安
な
ど
、

住
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
そ
の
課
題
が
解
決
で
き
る
よ

う
、
行
政
機
関
を
は
じ
め
、
必
要
な
支
援

へ
の
「
つ
な
ぎ
役
」
に
な
り
ま
す
。

○
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
民
生
委
員

法
に
定
め
ら
れ
た
守
秘
義
務
が
あ
り
、
相

談
内
容
が
他
の
人
に
伝
わ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
心
配
ご
と
、
悩
み
ご
と
を
ひ
と
り
で
抱

え
て
い
ま
せ
ん
か
？　
お
近
く
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
に
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
担
当
委
員
の
連
絡
先
は
、

社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
高
島
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

連
合
会
（
事
務
局　
社
会
福
祉
課
内
）

　
ὸ（
２
５
）
８
１
２
０

　
平
成
29
年
６
月
１
日
を
調
査
期
日
と
し

て
、
工
業
統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
工
業
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
国
の
製

造
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象
に
行
わ
れ
ま

す
。

　
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
お

手
元
に
調
査
書
類
が
届
き
ま
し
た
ら
、
調

査
票
へ
の
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

☎
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
通
話
料
無
料
）

　
０
１
２
０
（
８
０
５
）
０
７
１

▼
開
設
期
間　
５
月
８
日
㊊
～
12
月
28
日
㊍

▼
受
付
時
間　
９
時
～
19
時
（
土
日
・
祝

日
を
除
く
）

問
情
報
統
計
課
　
ὸ（
２
５
）
８
５
２
７

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
「
た
か
し
ま
子
ど
も
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
の
出
演
者
・
出
展
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
青
少
年
育
成
団
体
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発

表
や
、体
験
コ
ー
ナ
ー・食
べ
物
コ
ー
ナ
ー

の
出
展
、
活
動
紹
介
の
展
示
な
ど
、
み
な

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

時
６
月
18
日
㊐　
10
時
～
15
時　
所
今
津

総
合
運
動
公
園
内
サ
ン
ル
ー
フ
今
津

▼
募
集
部
門　

ス
テ
ー
ジ
発
表
、
体
験

コ
ー
ナ
ー
、食
べ
物
コ
ー
ナ
ー
、展
示
コ
ー

ナ
ー　
対し
応
募
資
格　
青
少
年
の
育
成
に

携
わ
る
市
内
在
住
、在
勤
、在
学
の
方
や
、

高
島
市
に
関
わ
り
の
あ
る
青
少
年
育
成
団

体
ま
た
は
社
会
教
育
関
係
団
体
等

方
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
持
参
。
５
月
19
日
㊎
締

切
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
た
か
し
ま
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会
事
務
局
（
青
少
年
課
内
）

　
ὸ（
３
２
）
４
４
５
８

　
⁳（
３
２
）
０
９
９
０
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広告募集

広報誌 ■７月号締切　５月 25 日（木）
■掲載料　10,000 円 / １枠（28㎜× 85㎜）

ホームページ ■６月掲載分締切　５月 10 日（水）
■掲載料　１か月 10,000 円

詳しくは市ホームページをご覧ください

５
月
12
日
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

工
業
統
計
調
査
が

　
　
実
施
さ
れ
ま
す

た
か
し
ま
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
出
演
・
出
展
者
募
集
！

　
海
津
大
崎
の
桜
並
木
を
守
り
、
美
し
い

景
観
を
後
世
に
継
承
し
て
い
く
た
め
の
保

全
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。

時
５
月
14
日
㊐
９
時
～
12
時　
所
旦た

ん
が過

園

地
集
合
（
海
津
大
崎
並
木
口
）　
内
ご
み

拾
い
、
草
刈
、
施
肥
等
保
全
作
業

※
７
時
に
雨
・
風
・
雷
注
意
報
が
発
令
さ

れ
て
い
る
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

問
「
美
し
い
マ
キ
ノ
・
桜
守
の
会
」
代
表
事

務
局　
マ
キ
ノ
支
所
　
ὸ（
２
７
）
１
１
２
１

▼
募
集
期
間　
５
月
２
日
㊋
～
17
日
㊌

※
募
集
す
る
住
宅
は
、
５
月
１
日
㊊
に
市

役
所
、
各
支
所
の
窓
口
で
公
表
し
て
い
ま

す
。

※
申
込
資
格
等
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
都
市
計
画
課
　
ὸ（
２
２
）
０
９
０
４

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
災
害
時
の
負
傷

者
救
護
や
被
災
地
の
復
興
支
援
に
取
り
組

む
な
ど
、
一
貫
し
て
苦
し
む
人
々
に
寄
り

添
う
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
の
も
、

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
が
あ
っ
た
か
ら

で
す
。

　
赤
十
字
は
、災
害
で
あ
れ
紛
争
で
あ
れ
、

苦
し
ん
で
い
る
人
が
い
れ
ば
、
国
籍
や
人

種
、
宗
教
に
と
ら
わ
れ
ず
、
中
立
・
公
平

の
立
場
で
、
そ
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

精
神
で
救
い
た
い
と
考
え
、
行
動
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
思
い
を
共
有
し
、
実
現
す

る
た
め
の
一
助
と
な
っ
て
く
だ
さ
る
方
が

一
人
で
も
多
く
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　
今
年
も
、
赤
十
字
と
ゆ
か
り
の
深
い
５

月
を
「
赤
十
字
運
動
月
間
」
と
し
て
、
活

動
へ
の
一
段
の
ご
理
解
や
ご
支
援
を
呼
び

掛
け
て
い
ま
す
。
ど
う
か
赤
十
字
の
理
念

や
活
動
に
対
し
て
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
日
本
赤
十
字
社
高
島
市
地
区
（
社
会

福
祉
課
内
）　
ὸ（
２
５
）
８
１
２
０

　
８
月
14
日
㊊
～
15
日
㊋
に
日
本
武
道
館

（
東
京
都
）
で
開
催
予
定
の
全
国
戦
没
者

追
悼
式
に
参
列
さ
れ
る
ご
遺
族
を
募
集
し

ま
す
。（
１
泊
２
日
の
団
体
行
動
が
で
き

る
方
）
対し
戦
没
者
（
原
爆
、
一
般
戦
災
死

没
者
を
含
む
）
の
原
則
と
し
て
配
偶
者
、

子
、
父
母
、
兄
弟
姉
妹
、
孫
で
県
内
在
住

の
方
。

　
原
則
１
回
で
す
が
、
２
回
目
の
参
加
を

希
望
さ
れ
る
方
、
ま
た
障
が
い
の
あ
る

介
助
者
の
同
行
を
必
要
と
す
る
方
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
２
回
目
の
方

は
、
交
通
費
、
宿
泊
費
な
ど
の
参
加
費
用

を
ご
負
担
願
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。）
定し

50
人
程
度　
※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
し
ま
す
。
ま
た
、
選
考
結
果
は
６
月
下

　高島市では、「広報たかしま」や「議会だより」
の音訳版を、目が不自由な方に届けています。
読み上げや録音を担当しているのが、「音訳サー
クルたかしま」の皆さんです。新たな仲間を迎
えるために、６月から講習会を行います。声で
表現することに関心がある方、アナウンスや朗
読の経験がある方など、ふるってご参加くださ
い。未経験でも構いません。いろいろな年齢層
の方々の参加をお待ちしています。
　講師の安田知博さんは、ＮＨＫの「バリバラ」
で副音声を担当され、自身も目が不自由で、録
音図書のリスナーでもあります。読む技術だけ
でなく、視覚障がいへの理解も深まるような講
座を目指します。

▼日時　５月25日から10月26日まで13回。
　　　　木曜日開催。９時 30 分～ 11 時 30 分

▼場所　今津東コミュニティセンター

問・申 湖西総合在宅サービスセンターほろん
　　　　　ὸ（２２）４０４１
　　　  障がい福祉課
　　　　　ὸ（２５）８５１６
　　　　（高島市障がい者社会促進事業）

広報たかしまの音訳版を
つくりませんか？ 市

営
住
宅
入
居
者

定
期
募
集

海
津
大
崎
桜
並
木
を

　
一
緒
に
守
り
ま
せ
ん
か

５
月
は

「
赤
十
字
運
動
月
間
」で
す
！

全
国
戦
没
者
追
悼
式
の

参
列
者
募
集
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イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
参
加
料
・
入
場
料
の
記
載
の
な

い
も
の
は
無
料
で
す
。

旬
に
通
知
し
ま
す
。
ˇし
５
，
０
０
０
円
程

度　
※
介
助
者
の
参
加
費
用
（
交
通
費
、

宿
泊
費
な
ど
）
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。　
方
は
が
き
に
①
参
加
希
望
者
の

住
所
、
郵
便
番
号
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

生
年
月
日
、
性
別
、
戦
没
者
と
の
続
柄
、

電
話
番
号　
②
戦
没
者
の
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、戦
没
時
の
本
籍
都
道
府
県
名
、陸
軍・

海
軍
の
別
を
記
入
し
て
下
記
ま
で
郵
送
く

だ
さ
い
。
▼
募
集
期
間　
５
月
１
日
㊊
～

31
日
㊌　
当
日
消
印
有
効

問
・
申
〒
５
２
０-

８
５
７
７　
大
津
市

京
町
四
丁
目
１-

１　
滋
賀
県
健
康
福
祉

政
策
課　
援
護
係

　
ὸ
０
７
７
（
５
２
８
）
３
５
１
４

　
「
高
島
い
ち
じ
く
」
の
生
産
拡
大
を
目

的
と
し
て
、
新
規
に
「
い
ち
じ
く
」
を
栽

培
さ
れ
る
方
を
対
象
に
「
高
島
い
ち
じ
く

塾
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
い
ち
じ
く
」
は
、
栽
培
が
比
較
的
容

易
で
、
ど
な
た
で
も
取
り
組
み
や
す
く
、

植
え
た
翌
年
か
ら
収
穫
が
で
き
、
５
年
目

ご
ろ
に
は
、
10
ａ
あ
た
り
50
万
円
程
度
の

所
得
が
見
込
め
ま
す
。

　
塾
は
６
回
程
度
。
新
規
に
栽
培
さ
れ
る

場
合
、
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
助
成
制

度
も
活
用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

方
各
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
担
当
部
署
も
し
く
は

高
島
地
域
農
業
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の

受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
載
の
う

え
、
高
島
地
域
農
業
セ
ン
タ
ー
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
５
月
31
日
㊌
締
切
。

問
高
島
地
域
農
業
セ
ン
タ
ー

　
ὸ（
２
２
）
３
１
７
８

　
「
高
島
こ
こ
ろ
の
つ
え
」
は
、
死
に
た

く
な
る
ほ
ど
の
深
い
悩
み
・
苦
し
み
を
抱

え
る
人
に
、
電
話
相
談
を
通
じ
て
誠
実
に

傾
聴
し
、
生
き
る
意
欲
を
取
り
戻
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
相
談
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
今
回
、
電
話
相
談
員
を
養
成
す
る
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

時
６
月
９
日
㊎
～
８
月
25
日
㊎
の
間
に
計

６
回
。　
定し
10
人　
方
５
月
24
日
㊌
締
切
。

問
・
応
高
島
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
ὸ（
３
６
）
８
２
２
０

催　
し

《
初
級
英
語
》
時
５
月
９
日
㊋
、
16
日
㊋
、

23
日
㊋
、
19
時
～
20
時　
▼
講
師　
デ
イ

ビ
ッ
ト
・
グ
リ
ー
ク
先
生
、
ジ
ェ
シ
カ
・

ハ
モ
ン
ド
先
生　
《
中
級
英
語
》
時
５
月

６
日
㊏
、
20
日
㊏
、
①
９
時
30
分
～
10
時

30
分　
②
10
時
45
分
～
11
時
45
分　
▼
講

師　
ケ
ビ
ン
・
デ
ィ
ー
ガ
ン
先
生　
《
初

級・中
級
と
も
》所
今
津
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー　
ˇし
一
般
：
１
回
１
，
０
０
０

円
、
高
校
生
以
下
：
１
回
５
０
０
円
、
会

員
：
１
回
５
０
０
円

※
さ
ら
に
お
得
な
会
員
用
Ｔ
Ｉ
Ｆ
Ａ
カ
ー

ド
（
回
数
券
）
も
協
会
事
務
局
（
今
津
東

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）
で
販
売
11

回
分　
５
，
０
０
０
円

問
・
申
高
島
市
国
際
協
会

ὸ（
２
０
）
１
１
８
０　
⁳（
２
０
）
５
７
５
７

tifa822@
ares.eonet.ne.jp

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
60
歳
以
上
で
、
働

く
意
欲
の
あ
る
方
、
仕
事
を
通
じ
て
自
ら

の
生
き
が
い
を
見
つ
け
、
健
康
づ
く
り
・

仲
間
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

▼
開
催
日
時
場
所

《
マ
キ
ノ
・
今
津
・
新
旭
地
域
》

　
時
５
月
10
日
㊌
９
時
30
分
～　

　
所
今
津
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

《
安
曇
川
・
高
島
・
朽
木
地
域
》　

　
時
５
月
11
日
㊍
９
時
30
分
～

　
所
安
曇
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
公
益
社
団
法
人　

高
島
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
　
ὸ（
３
６
）
８
１
９
１

　
日
常
会
話
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ
ン

に
必
要
な
手
話
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

時
５
月
26
日
～
11
月
10
日
の
金
曜
日
（
全

20
回
）
所
湖
西
総
合
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー　
ほ
ろ
ん　
対し
手
話
を
初
め
て
学
ぶ

人
（
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
勤
務
）　
定し

20
人
方
５
月
17
日
㊌
締
切
。

問
・
申
湖
西
総
合
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
ほ
ろ
ん
　
ὸ（
２
２
）
４
０
４
１
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「
高
島
い
ち
じ
く
塾
」
の

塾
生
募
集

「
高
島
こ
こ
ろ
の
つ
え
」
の

電
話
相
談
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座（
入
門
）

受
講
者
募
集

国
際
交
流
サ
ロ
ン

25 2017. ５月号

　
市
内
15
人
の
工
芸
作
家
が
そ
れ
ぞ
れ
の

工
房
（
ア
ト
リ
エ
）
を
展
示
会
場
と
す
る

年
に
一
度
の
作
品
発
表
展
。

時
５
月
12
日
㊎
、
13
日
㊏
、
14
日
㊐　
10

時
～
18
時　
所
市
内
各
ア
ト
リ
エ

問
あ
け
っ
ぴ
ろ
げ
事
務
（
奥
島
さ
ん
）

　
ὸ
０
９
０
（
６
６
７
１
）
３
０
１
７

　　

こ
れ
か
ら
の
高
島
に
お
け
る
結
婚
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、
皆

で
考
え
、
地
域
全
体
で
若
者
を
応
援
し
ま

し
ょ
う
。

時
５
月
13
日
㊏　
所
新
旭
公
民
館
（
観
光

物
産
プ
ラ
ザ
）　
▼
講
師　
谷
雅
夫
（
恋

活
・
婚
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

良
縁
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
代
表
）
内
【
第
１
部
】
10
時

30
分
～　
「
結
婚
を
望
む
独
身
者
を
地
域

で
応
援
し
よ
う
！
」
対し
縁
結
び
活
動
に
関

心
の
あ
る
方　
【
第
２
部
】
13
時
30
分
～

「
結
婚
を
望
む
あ
な
た
へ
」　
対し
独
身
男
性

問
・
申
た
か
し
ま
結
び
と
育
ち
の
応
援
団　

ὸ（
３
３
）
７
７
５
８　
高
島
地
域
農
業

セ
ン
タ
ー　
ὸ（
２
２
）
３
１
７
８

　
各
学
部
の
種
目
や
、
全
校
参
加
の
踊
り

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
は
力
一
杯
取
り
組
み

ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

時
５
月
20
日
㊏
９
時
50
分
～　

所
新
旭
養

護
学
校

問
新
旭
養
護
学
校
　
ὸ（
２
５
）
６
８
１
０

　
森
の
手
づ
く
り
市
、
森
の
観
察
会
、
ツ

リ
ー
イ
ン
グ
体
験
、朽
木
の
特
産
品
販
売
、

音
楽
ス
テ
ー
ジ
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど

森
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
満
載
！　
詳
し
く

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

時
５
月
21
日
㊐
10
時
～
15
時　
所
森
林
公

園
く
つ
き
の
森　

問
森
林
公
園
く
つ
き
の
森

　
ὸ（
３
８
）
８
０
９
９

　
四
季
折
々
の
自
然
に
触
れ
、
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
や
生
け
花
な
ど
、
毎
回

さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
お
花
を
楽
し
み
ま

す
。

時
年
間
10
回
（
土
曜
日
開
催
）　
第
１
回　

５
月
27
日
㊏　

10
時
～
11
時
30
分
（
年

間
通
じ
て
参
加
可
能
な
方
）　
所
マ
キ
ノ

児
童
館　
対し
市
内
在
住
の
小
学
生　
定し
15

人　
※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。
ˇし
毎
回

６
０
０
円　
問
・
申
マ
キ
ノ
児
童
館　
ὸ

（
２
７
）
８
１
８
７

　
高
島
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
主
催
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

時
５
月
28
日
㊐
９
時
ス
タ
ー
ト　
８
時
30

分
受
付　
所
新
旭
体
育
館
集
合　
対し
高
島

市
民（
小
学
生
以
上
）　
ˇし
１
０
０
円（
保

険
料
）　
※
当
日
徴
収　
持
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
で
き
る
服
装
、
履
き
慣
れ
た
靴
、
お

茶
、
タ
オ
ル
、
各
自
必
要
な
物

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
現
地
に
直
接

お
越
し
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
※
雨
天
等
で
中
止
の
場
合
は
、
８
時

に
防
災
行
政
無
線
で
放
送
し
ま
す
。

問
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
ὸ（
３
２
）
４
４
５
９

　
平
池
に
咲
く
カ
キ
ツ
バ
タ
の
撮
影
を
通

し
て
写
真
に
関
わ
る
表
現
力
を
高
め
ま

す
。

時
①
５
月
28
日
㊐　
14
時
～　
「
写
真
の

基
礎
」　
②
６
月
10
日
㊏　
10
時
～
「
現

地
撮
影
会
」　
③
６
月
25
日
㊐　
10
時
～

「
撮
影
会
作
品
の
講
評
」　

④
７
月
９
日

㊐　
10
時
～
「
作
品
の
仕
上
げ
方
」　
所

①
藤
樹
の
里
文
化
芸
術
会
館　

②
今
津

町
「
平
池
」
で
カ
キ
ツ
バ
タ
撮
影
会　
③

④
観
光
物
産
プ
ラ
ザ
（
新
旭
公
民
館
）　　
　
　

ˇし
１
，
０
０
０
円

対し
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
、
通
学
す
る

高
校
生
以
上　
定し
20
人
（
先
着
順
）

方
は
が
き
、フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
性
別
を
ご
記
入
く
だ

さ
い
。
５
月
19
日
㊎
締
切　

問
高
島
市
美
術
協
会
理
事
（
写
真
の
部
）

森
本
さ
ん
　
ὸ（
３
８
）
２
５
６
６

申
高
島
市
美
術
協
会
事
務
局
「
公
開
講
座

係
」
川
合
さ
ん　
⁳（
３
２
）
１
７
６
４

〒
５
２
０- 

１
２
１
７　
安
曇
川
町
田
中

３
５
５
番
地

第
18
回 

湖
西
手
仕
事
工
房
め
ぐ
り

あ
け
っ
ぴ
ろ
げ

縁
結
び
応
援
セ
ミ
ナ
ー

新
旭
養
護
学
校　
運
動
会

ユ
リ
ノ
キ
ま
つ
り

マ
キ
ノ
児
童
館

　
「
お
花
に
親
し
も
う
」

里
湖
で
地
域
を
結
ぶ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

市
美
術
協
会
公
開
講
座

（
写
真
の
部
）
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nformationI 暮らしの情報

nformationI文化情報を紹介するコーナーです。
皆さんの情報などを藤樹の里文化芸術会館（　３２－２４６１）まで
お寄せください。締め切りは毎月2５日です。

文化情報を紹介するコーナーです。
皆さんの情報などの掲載を希望される場合は、藤樹の里文化芸術会館（ 32－2461）
までお寄せください。７月号掲載の締め切りは５月 20 日です。（毎月 20 日締め切り）

相　談 日　時 場　所 内　容

高島こころのつえ
相談室
問 高島市社会福祉協議会
　ὸ（36）8220

毎週水・木曜日
　13 時～ 17 時
※祝日を除く

ー
（電話相談）

　誰かに話を聴いてほしいと感じたら、ぜひお電話
ください。人には話せない悩みのある方々に、もう
一度笑顔を取り戻すお手伝いができたらと思いま
す。思いによりそい、じっくりお聴きします。
　相談用電話番号　０１２０（８７４）７５６

子育て・縁結び
相談窓口
問 たかしま結びと育ちの応援団
　ὸ（33）7758

毎週火～土曜日
　10 時～ 17 時　

たかしま結びと
育ちの応援団事
務所（働く女性
の家の向かい）

【子育て相談窓口】
　地域の身近な相談窓口としてお気軽にお立ち寄り
ください。子育てに関する相談をお聞きし、必要な
支援につなぎます。
【縁結び相談窓口】
　結婚についての相談・出会いのお手伝いをします。
※お越しになる際にはご連絡ください。

女性のための
相談室
問 人権施策課
　ὸ（25）8524

５月 13 日㊏・17 日
㊌・31 日㊌
　13 時 30 分
　　～ 16 時 30 分
※相談時間は一人 50 分以内

働く女性の家

　どんなお悩みでも気軽にご相談ください。市外か
ら女性カウンセラーを迎え、あなたにあった解決策
を一緒に探します。
▼申込方法　事前にご予約ください。（定員各３人）
　　　　　予約専用電話番号（２２）４０５２   

特設人権なんでも
相談所
問 人権施策課
　ὸ（25）8524

５月 10 日㊌
　13 時 30 分
　　～ 16 時

市役所本庁
１階福祉相談室

　毎日の生活の中で、差別やいじめなど、人権に関
わる問題で悩んでいませんか？　ひとりで悩まずに
人権擁護委員にご相談ください。予約不要。

地区別行政相談所
問 生活相談課
　ὸ（２５）８１２５

５月 19 日㊎
　13 時～ 16 時

今津老人福祉
　　　センター

　行政にかかわる相談を、行政相談委員がお受けし、
問題解決に向け関係行政機関につなげます。

空き家活用相談会
問 市民協働課
　ὸ（25）8526

５月 20 日㊏
　10 時～ 12 時

今津東コミュニ
ティセンター

市役所本庁
安曇川公民館

　市内への若者の定住・移住を進めるため、空き家の
所有者がその活用等について気軽に相談できる場とし
て、空き家活用相談会を開催します。
※ご予約をいただいた方を優先します。

一日年金相談所
問 保険年金課
　ὸ（25）8137

５月 25 日㊍
　10 時～ 16 時

今津老人福祉
　　　センター

　次の電話番号まで事前にご予約ください。
　大津年金事務所 　☎０７７（５２１）１４８９　
　　　　　　　　　平日８時 30 分～ 17 時
※この電話では予約以外のご用件はお受けできません。

　３月末に全戸配布しましたバス時刻表の朽木線の運行日
の表示に誤りがありました。正しい運行日は下記のとおり
となります。訂正し、お詫びいたします。
○安曇川駅発　　８：３１　（誤）平日　　→　（正）毎日
○朽木学校前発　８：３３　（誤）平日　　→　（正）毎日
○朽木学校前発　９：１８　（誤）土休日　→　（正）毎日
　ご迷惑をおかけしますが、よろしくお願いします。
　今後ともバス交通をご利用ください。
問交通政策課　ὸ（２２）００５８

朽木線の運行日を一部訂正します
　
米
づ
く
り
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

時
４
月
…
田
起
、
種
ま
き　
５
月
…
代
か

き
、
田
植
え　
６
月
…
川
掃
除　
７
月
…

肥
料
播
き　
８
月
…
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
防
除　

９
月
…
田
刈　
所
北
船
木
ほ
場　
ˇし
年
会

費
１
，
０
０
０
円　

問
・
申
チ
ー
ム
輪
の
内
（
駒
井
さ
ん
）

ὸ
０
９
０
（
６
７
５
０
）
８
８
１
６

（
北
船
木
農
事
組
合
協
賛
）

米
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
教
え
ま
す

体
験
自
由
“
田
”

相　談（秘密厳守・相談無料）
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湖西地域の文化情報

◆朽木資料館は、企画展開催中のみの開館となります。
期間以外およびマキノ資料館の見学には予約が必要で
す。見学を希望される場合は高島歴史民俗資料館へお申
し込みください。

10 時～ 22時
今津町舟橋 2ー8ー10　 （22）1414

こごみグループ

水島……礼子（着物リメイク）
辻本……幸子（手編み）

～身近な材料で作ったパッチワークや糸類の小物の作品～

※最終日　16時まで

あなたと私の手づくり展

古布恋　二人展

朽木資料館 ●企画展

●常設展示

高島市の先人たち

朽木の歴史にふれる
朽木資料館　 （38）2339

９時～ 16時 30分

開催中
高島市出身の先人たちが遺したものを、
遺品や関係写真パネル等で紹介します。

高島歴史民俗資料館 ●常設展示
高島の歴史と風土に出会える

高島歴史民俗資料館
　 （36）1553

９時～ 16時 30分
常設展示

鴨稲荷山古墳石棺模型をはじめ、古代高
島を伝える考古資料を展示しています。

《ジュニア部門》
　…10 時開演
《一般部門》
　11時 40分開演

５月３日から６日まで行われる厳正なる
予選審査を勝ち抜いたファイナリストた
ちが最高の演奏を聴かせてくれます。今
年の栄冠は…誰の手に？

第 22 回
びわ湖国際フルートコンクール
～本選～

全席自由
前………売　…1,000 円
（当日 200円増） ガリバーホール　 （36）0219

ガリバーホール

10 時開演
名曲「琵琶湖周航の歌」の誕生１００周
年をお祝いする合唱コンクール。全国か
らエントリーした 25 組の合唱団が歌声
を響かせます。

琵琶湖周航の歌誕生１００周年記念
「琵琶湖周航の歌」音楽祭
合唱コンクール

全席自由
一律　500円

高島市民会館

　　　　高島文化フェスティバル
　　　　２０１７
舞台の部出演者と展示の部出品者を募集して
います。参加費や参加の条件等詳しくはお問
い合わせください。

▼日時　舞台の部　７月２日日
　　　　　　　　　　９時 30 分開演
　　　　展示の部　６月 29 日木～７月２日日
　　　　　　　　　　９時～ 17 時※初日は 13 時から

▼会場　藤樹の里文化芸術会館

▼申込締切　舞台の部　５月５日金　 17 時まで
　　　　　　展示の部　５月 25 日木　17 時まで

実行委員会（藤樹の里文化芸術会館内）　
　 （32）2461

参加者
募集！

安曇川町田中 426　 （32）0150
10 時～ 17時

色と力の糸あそび
山本操ニット展

今津東コミュニティ
センター １階ロビー

今津東コミュニティセンター　
　 （22）3222

第 13 回  澄心書展
澄心会主催の書道展です。

９時～ 22時
※最終日は 16時まで

♪♪

５/ ７日

６/ 25日

高島市民会館　 （22）1764

～５/ 28日

※ 5/5（金・祝）は
　開館

※ 5/5（金・祝）は
　開館

入館無料月・火・祝日
…は休館

入館無料月・火・祝日
…は休館

ギャラリー藤乃井
5/19金～24水

5/24水～28日

鑑 賞 無 料無　休

鑑 賞 無 料無　休

ギャラリー Cafe Cozy

鑑 賞 無 料火・休

５/１月～ 14 日

５/17水～31水
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公民館教室・講座
高島市の各公民館で開催する平成 29年度の教室・講座の受講生を募集します。
食や地域学習など生活に関連した講座も開設します。ふるってご応募ください。　

・複数の教室にお申し込みできます。
・各教室とも申込者が９人以下の場合は開催できませんのでご了承ください。
・お申し込みの対象は、市内に在住・在勤・在学の方です。
・材料代・テキスト代等は別途自己負担となります。
・定員を超えた場合は、受講歴の少ない方を優先する場合があります。

教
室

受講生募集 !

公民館教室・講座

地域 № 教 室 名 活 動 紹 介

マ 　
キ 　
ノ

1
土に親しむ　陶芸教室 活 動 日 6 月～ 10 月の金曜日（全 10 回） 年 会 費 2,000 円
陶土の感触を楽しみながら形を作り、釉

ゆうやく
薬をつけ

て焼きあげるまで。あなただけの作品の完成です。
場 所

（ 時 間 ） マキノ公民館（13：30 ～ 16：30） 対 象
（ 定 員 ）

18 歳以上
（15 人）

2
職人に学ぶ　和菓子づくり教室 活 動 日 6/15, 7/13, 9/14, 10/12, 11/16（全5回） 年 会 費 1,000 円
和菓子づくりの基本的な工程や作り方のコツなど
を職人さんからまなびます。

場 所
（ 時 間 ）

マキノ公民館（13：30 ～ 16：00
                     ※初回のみ午前中）

対 象
（ 定 員 ）

18 歳以上
（20 人）

3
あでやかなでき上がり　七宝焼教室 活 動 日 6/14, 7/12, 9/13, 9/27, 10/11（全5回） 年 会 費 1,000 円
あなたの手で、世界でたったひとつの宝物を自分
の好みで作りましょう。

場 所
（ 時 間 ） マキノ公民館（13：30 ～ 16：30） 対 象

（ 定 員 ）
18 歳以上

（20 人）

4
工芸作家に学ぶ　草木染め教室 活 動 日 5/23, 6/20, 7/4, 8/22, 9/12, 10/3

（全 6 回） 年 会 費 1,000 円
自然を生活に取り入れられる草木染め。楽しみながら
エコや自然についての造詣を深めることができます。

場 所
（ 時 間 ） マキノ公民館（13：30 ～ 16：30） 対 象

（ 定 員 ）
18 歳以上

（20 人）

今 　　
津

5
楽しいお菓子作り教室 活 動 日 6/22, 7/27, 9/28, 10/26, 11/23（全5回） 年 会 費 1,000 円
本格的なお菓子作りを簡単にできる“秘策”をお
教えします。

場 所
（ 時 間 ） 今津公民館（13：00 ～ 16：00） 対 象

（ 定 員 ）
18 歳以上

（12 人）

6
歌声公民館 「あなたがふぁーすと」 活 動 日 6/6, 7/4, 9/5, 10/3, 11/7（全５回） 年 会 費 1,000 円
お茶を飲みながら、お話と歌声で楽しい午後のひ
とときを過ごしましょう。

場 所
（ 時 間 ） 今津公民館（13：30 ～ 15：30） 対 象

（ 定 員 ）
18 歳以上

（20 人）

7
登り窯の体験陶芸教室 活 動 日 6/8, 7/6, 9/7, 10/25, 11/22（全 5 回） 年 会 費 1,000 円
作品を「登り窯」で焼き上げます。薪作りから窯
入れ作業までの実習を行います。

場 所
（ 時 間 ） 今津公民館（9：30 ～ 12：30） 対 象

（ 定 員 ）
18 歳以上

（20 人）

朽 　　　
木

8
季節を感じる！
お野菜たっぷり家庭料理教室 活 動 日 ９月～２月の木曜日 ( 全５回 ) 年 会 費 1,000 円

主役は、野菜。季節の野菜を使った親しみやすい
家庭料理を習ってみませんか。

場 所
（ 時 間 ） 朽木保健センター（9：30 ～ 13：00） 対 象

（ 定 員 ）
18 歳以上

（15 人）

9
木のこものづくり教室 活 動 日 ６月～９月の火曜日 ( 全５回 ) 年 会 費 1,000 円
糸のこや彫刻刀などを使って、マグネットやカトラリ
ーなど暮らしに小さな彩りを添えるこものを作ります。

場 所
（ 時 間 ） 朽木公民館（13：30 ～ 15：30） 対 象

（ 定 員 ）
18 歳以上

（15 人）

10
ゴスペル教室　～人生の応援歌を歌おう～ 活 動 日 ６月～ 11 月の第２・４水曜日（全 10 回） 年 会 費 2,000 円
好きなだけ声を張り上げて、自由に体を動かし「み
んなで声を合わせて歌う」魂の叫び！ゴスペルには
不思議な力があります。文化祭のステージも。

場 所
（ 時 間 ） 朽木公民館（10：30 ～ 12：00） 対 象

（ 定 員 ）
18 歳以上

（30 人）

安 　
曇 　
川

11
初級パソコン教室 活 動 日 ６月～ 12 月の第１・３金曜日（全 13 回） 年 会 費 2,000 円

65 歳以上の初心者の方を対象に、基礎からパソコ
ンを学びます。ノートパソコンをお持ちください。　

場 所
（ 時 間 ） 安曇川公民館（13：30 ～ 15：30） 対 象

（ 定 員 ）
65 歳以上
※受講歴２年以内

（20 人）

12
初級リフォームソーイング教室 活 動 日 6 月～ 12 月の第 2･4 水曜日（全 12 回） 年 会 費 2,000 円
初心者の方を対象に、タンスで眠っている着物や洋
服を、新しいファッションや作品に蘇らせましょう！

場 所
（ 時 間 ） 安曇川公民館（13：30 ～ 15：30） 対 象

（ 定 員 ）
成人
※受講歴２年以内

（20 人）

13
小倉百人一首たのしみ塾（Ⅲ） 活 動 日 6 月～ 1 月の第３水曜日（全 7 回） 年 会 費 2,000 円
なじみの深い小倉百人一首を楽しく学びながら交流
の場を広げましょう！

場 所
（ 時 間 ） 安曇川公民館（13：30 ～ 15：30） 対 象

（ 定 員 ）
成人

（20 人）

地域 № 教 室 名 活 動 紹 介

安
曇
川

14
ママとベビーのリラックスヨガ教室 活 動 日 6 月～ 12 月の第４金曜日・

1 月の第 3 金曜日（全８回） 年 会 費 2,000 円
親子でヨガで体を動かしながら、親子で楽しみま
しょう。

場 所
（ 時 間 ） 安曇川公民館（10：00 ～ 11：00） 対 象

（ 定 員 ）
子は１歳以下

（親子 10 組）

15
安曇川郷土史教室　　 活 動 日 7/21,8/18,9/15,10/21,11/25,12/15（全6回） 年 会 費 2,000 円
安曇川の郷土史について学ぶとともに、現地での
研修も計画しています。

場 所
（ 時 間 ） 安曇川公民館ほか（13：30 ～ 15：00） 対 象

（ 定 員 ）
成人

（20 人）

高　　
島

16
「笑いのトレーニング」とヨガで健康づくり 活動日

6 ～ 9 月の水曜日（全 1 ４回）
第１・３水曜日「笑いのトレーニング」　
第２・４水曜日「ヨガ」

年 会 費 2,000 円

『笑い』は心の健康に効果が高く、免疫細胞の活性
化をもたらすといわれています。また、「和みのヨ
ーガ」も学びます。

場 所
（ 時 間 ） 高島公民館（10：20 ～ 11：30） 対 象 18 歳以上

（30 人）

17
レクリエーションダンス教室 活動日 6 ～ 10 月の第１・３土曜日（全 10 回）年 会 費 2,000 円
みんなで楽しく、おなじみの音楽に合わせて運動
してみませんか。

場 所
（ 時 間 ） 高島公民館（13：30 ～ 15：00） 対 象 18 歳以上

（20 人）

18
らくらく　エアロビックダンス教室 活動日 6 ～ 10 月の第２・４土曜日（全 10 回）年 会 費 2,000 円
エアロビックの有酸素運動は、身体や脳の老化防止
に役立ちます。高齢者の方にもやさしい運動です。

場 所
（ 時 間 ） 高島公民館（10：00 ～ 11：00） 対 象 18 歳以上

（25 人）

19
実用書道教室 活動日 6 ～ 10 月の第２・４金曜日（全 10 回）年 会 費 2,000 円

日常の手紙や文書がボールペンで美しく、また、あ
らたまった場面で上手に書けるように、学びます。

場 所
（ 時 間 ） 高島公民館（10：00 ～ 11：30） 対 象 18 歳以上

（25 人）

20
はじめての 絵手紙教室 活動日 7 ～ 11 月の第１・４火曜日（全 10 回）年 会 費 2,000 円
絵手紙で、あなたの気持ちを伝えてみませんか。
絵が苦手な方でも楽しく学べます。

場 所
（ 時 間 ） 高島公民館（10：00 ～ 11：30） 対 象 18 歳以上

（24 人）

21
かんたん ちぎり絵教室 活動日 6 ～ 3 月の第３金曜日（全 10 回） 年 会 費 2,000 円
絵を描くことが苦手な方でも、型紙に合わせて和
紙をちぎって貼り付けるだけですてきな作品がで
きあがります。

場 所
（ 時 間 ） 高島公民館（13：30 ～ 15：00） 対 象 18 歳以上

（20 人）

新　　
旭

22
郷土史教室 活動日 ６月～ 12 月の第３水曜日（全７回） 年 会 費 2,000 円
市内・県内の史跡・遺跡、名勝などを探訪します。１
年目の方もなごやかな雰囲気で楽しく活動できます。

場 所
（ 時 間 ） 新旭公民館ほか（8：30 ～ 17：00） 対 象 18 歳以上

（22 人）

23
書道教室 活動日 ６月～２月の第１・３土曜日（全 17 回）年 会 費 3,000 円

（小学生 500 円）

書道とは、書くことで文字の美しさを表そうとす
る表現芸術です。書の楽しさを味わってください。

場 所
（ 時 間 ） 新旭公民館（13：30 ～ 15：30） 対 象

小学校３年生以上
（25 人）
※子どもは 15 人

24
茶道教室 活動日 ６月～ 12 月の第２・４日曜日（全 14 回） 年 会 費 2,000 円

（小学生 500 円）
日本古来のお点前の姿は、無駄のない美しい形です。
人前で恥ずかしくない所作が自然と身につきます。

場 所
（ 時 間 ） 新旭公民館（9：30 ～ 12：00） 対 象 小学生以上

（10 人）

25
パッチワーク教室 活動日 ６月～ 12 月の第１・３木曜日（全 14 回） 年 会 費 2,000 円
種々の色・柄・形の小布をつなぎ合わせて一つの
面を作る手芸は夢がいっぱい。

場 所
（ 時 間 ） 新旭公民館（13：30 ～ 15：30） 対 象 18 歳以上

（15 人）

26
マイよし笛づくり教室 活動日 ７月～ 11 月の第２・４土曜日（全 10 回） 年 会 費 2,000 円
びわ湖の水質の自然浄化にも役立っているヨシを
学びながら、自分だけのよし笛を楽しく作り演奏
できるようにします。初心者の方大歓迎です。

場 所
（ 時 間 ） 新旭公民館（13：00 ～ 16：00） 対 象 18 歳以上

（15 人）

マキノ公民館  （マキノ土に学ぶ里研修センター）
マキノ町蛭口 260-1 ☎（２７）１１３１ 月曜休館
今 津 公 民 館
今津町日置前 149-1 ☎（２２）２２４９ 月曜休館
朽 木 公 民 館
朽木市場 792 ☎（３８）２３２４ 月曜休館

安曇川公民館
安曇川町田中 89 ☎（３２）０００３ 火曜休館
高 島 公 民 館
勝野 670 ☎（３６）０２１９ 月曜休館
新 旭 公 民 館（高島市観光物産プラザ内）
新旭町旭１丁目 10-1 ☎（２５）５５００ 火曜休館

　次ページの申込書を、教室・講座を開催する公民館
等へ提出していただくか電話でお申し込みください。

●申込受付期間　５月６日 土～ 14 日日

▼申込先

申　込　方　法

休館日を除く９時から 17 時まで



平成 29 年3 月末現在

●人　口

男
女　

●世帯数

・前 月 人 口
・前 年 人 口

の動き（人口と世帯）

氏　　名 性　別

お誕生おめでとう！
氏　　名 性　別 氏　　名 性　別

人

平成 29年 3月 31日までの届出分（敬称略）
本ページの掲載情報は、了解をいただいた方のみ掲載しています。

「お誕生おめでとう」のコーナーは、個人情報保護の観点から「生年月日」と「ところ」
を省略させていただきます。

５０，２１７人………（－205）
５０，６５９人… （－647）

５０,０１２人

２０,２８７世帯

２４,３６４人
２５,６４８人

たかしま
　  の
人の動き

（出生）

謹んでお悔やみ申し上げます（死亡）
氏　名 性別 年齢 ところ 氏　名 性別 年齢 ところ 氏　名 性別 年齢 ところ

窓口だより

納付のお知らせ５月

・納期限までに納めましょう。納期限までに納付さ
れない場合は、督促手数料や延滞金が加算されます。

○窓口延長業務（午後８時まで）を行っています。
市役所本庁・朽木支所 マキノ支所 安曇川支所
高島支所 今津支所

月 火 水
木 金

○バーコードが印刷された納付書は、コンビニでも納付できます。

・口座振替の方は預貯金残高の確認をお願いします。

項　目 期　別 納期限
軽 自 動 車 税 全 　 期

5 月 31 日
固 定 資 産 税 第 1 期
国民健康保険税（普通徴収） 第 2 期
介 護 保 険 料（普通徴収） 第 2 期
下水道使用料（2 月～3 月使用分） 5 月 期

○税金や各種料金のお支払いには、納め忘れのない口座振替が便利です。

31 2017. ５月号

　公民館教室・講座申込書
教室・講座名 No                                 　　　　     教室 　No 講座

フリガナ 年　齢
（学年）ご氏名

ご住所
〒           ―

電話番号         

備　　考 申し込み教室の受講歴　（○をしてください）。　１　・　２　・　３　年目

講
座

・複数の講座にお申し込みできます。
・各講座とも申込者が９人以下の場合は開講できませんのでご了承ください。
・お申し込みの対象は市内に在住・在勤の成人の方です。
・受講料は１講座１，０００円で、材料やテキストなどが必要な場合は別途自己負担となります。
　※一部受講料無料の講座があります。
・定員を超えた場合は、受講歴の少ない方を優先する場合があります。

地域 開催館 講　　　座　　　名 活　　動　　紹　　介

１ マキノ
公民館

中高年のためのステップアップ講座
開催日

全６回
6/8, 7/6,9/7,

10/5,10/19,11/22

時　間 9:30 ～ 12:00
※ 1 日の日があります。

寄せ植え、リズム体操、工芸、料理教室やお出かけなど、
張りのある中高年を生きぬくための講座です。

場　所 マキノ公民館
定　員 20 人

２

今　津
公民館

滋賀の日本遺産探訪講座
開催日

全４回
7/19, 9/14, 10/19, 

11/14

時　間 8:30 ～ 17:00
滋賀県内にある日本遺産を訪ねて歴史的見識を深めま
す。　

場　所 県内
定　員 20 人

３
今津の歴史あれこれ講座

開催日
全７回

6/24, 7/22, 8/26, 9/30, 
10/28, 11,25, 12/23

時　間 10:00 ～ 12:00
人・暮らし・遺跡・寺社など、さまざまなテーマ
から今津の歴史を学びます。9/30 は、県内関係
地の現地見学の予定です。

場　所 今津公民館
定　員 25 人

４
出前講座

開催日
希　望　日

《公民館の休館日を除く》
《受講料無料》

時　間 ９:00 ～ 17:00
《今津地域の集落へ出向いて地域の課題解決へ !!》
　地域の課題に公民館から出向きます。

場　所 今津町内
定　員 10 人

５ 朽　木
公民館

鯖街道　古（いにしえ）の声をきく
開催日

全４回
6/10, 7/16, 9/30, 

10/14

時　間 10:00 ～ 11:30（第一回）

京文化・食文化・防備・地質、４のテーマに沿って鯖
街道の古（いにしえ）の声をきく！

場　所 朽木公民館ほか
定　員 20 人

６
安曇川
公民館

安曇川シニア大学
開催日

全７回
6/22, 7/27, 8/24, 9/28, 

10/26, 11/25, 12/21

時　間 13:30 ～ 15:30
現在の課題や問題について学んだり、美術館や朽木の
森等での現地研修を行い交流を深めます。

場　所 安曇川公民館ほか
定　員 20 人

７
いきいき元気な生活講座

開催日
全６回

6/9, 7/14, 9/8, 
10/13, 11/10, 12/15

時　間 13:30 ～ 15:30
歌って、笑って、体を動かして、バスで出かけて、交
流して ･･･ いきいきとした生活を送るヒントを探して
みませんか。

場　所 安曇川世代交流ｾﾝﾀｰほか
定　員 20 人

８
高　島
公民館

らくらくお掃除おかたづけ講座
開催日

６月
毎週火曜日
（４回）

時　間 10:00 ～ 11:30

らくしてきれいになるお掃除の仕方を学びます。　
場　所 高島公民館
定　員 20 人

９
発酵食品を使った健康料理教室

開催日
１２～２月

土曜日
（５回）

時　間 10:00 ～ 11:30

発酵食品を食べて健康になりましょう。　
場　所 高島公民館
定　員 20 人

10

新　旭
公民館

初めてのヨガ講座
開催日

全６回
７月～９月

第２・４日曜日

時　間 13:30 ～ 15:30
初心者の方を対象に楽しく体験していただきます。ヨ
ガの面白さを通して身心ともにリラックス。楽しく健
康になる講座です。

場　所 新旭公民館
定　員 15 人

11
初めての太極拳講座

開催日
全６回

６月～７月
 水曜日

時　間 10:00 ～ 11:30
初心者の方を対象に楽しく体験していただきます。太
極拳の楽しさを通して心身ともにリラックス。

場　所 新旭公民館
定　員 15 人

12
地域が生んだ先人の思いを学ぶ

開催日 ７月の土曜日（予定）
《受講料無料》

時　間 13:30 ～ 16:00
郷土の先人の一人であり、人生のすべてを教育にかけ
た「清水安三先生」の教え思いなどを、楽しくまた興
味深く学びます。

場　所 新旭公民館
定　員 30 人

キ リ ト リ
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　４月から広報誌作成に携わ
ることになりました。
　私事ではありますが、つい

３月末まで中学校ＰＴＡの広報委員を
させていただいていて、年４回のＰＴ
Ａ広報誌を無事に発行し終えた安堵と
達成感で胸がいっぱいになっていると
ころでした。そのような中、市の広報
誌作成に関われるという突然の出来事
に衝撃を受けたことを今でも覚えてい
ます。熱意を持って作成に取り組み、
市民の皆さまに楽しんでいただけるよ
う頑張りますので、これからもよろし
くお願いします！（Ｙ）

文
化
財
課

　
（
３
２
）
４
４
６
７

古
代
か
ら
近
代
ま
で
続
い
た
「
筏い

か
だ

流
し
」

　
「
朽
木
の
杣そ

ま

」
か
ら
川
下
り

　
朽
木
西
部
に
広
が
る
山
地
は
、
奈
良

時
代
か
ら
「
朽
木
の
杣
」
と
し
て
、
都

の
造
営
や
寺
院
の
建
立
の
た
め
の
用
材

を
伐
り
出
す
場
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
し
た
。こ
こ
で
伐
り
出
さ
れ
た
木
は
、

筏
に
組
ま
れ
、安
曇
川・琵
琶
湖
を
下
っ

て
、
都
へ
運
ば
れ
て
い
き
ま
し
た
。
こ

の
筏
流
し
は
、
そ
の
先
、
約
６
５
０
年

も
の
間
続
け
ら
れ
る
安
曇
川
で
の
主
要

な
生
業
の
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

　
筏
流
し
の
作
業
工
程

　
現
在
、
聞
き
取
り
や
古
い
写
真
等
で

概
要
が
分
か
っ
て
い
る
近
代
の
筏
流
し

の
作
業
は
、
ま
ず
、
梅
雨
明
け
か
ら
彼

岸
ご
ろ
の
暑
い
時
期
に
材
木
を
切
る

「
土ど

よ
う
ぎ

用
切
り
」
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

切
っ
た
材
木
は
そ
の
ま
ま
の
場
所
で
乾

燥
さ
せ
、
秋
に
14
尺
（
４
・
25
ｍ
）
の

長
さ
に
そ
ろ
え
ら
れ
ま
す
。
冬
に
な
る

と
材
木
に
く
さ
び
を
打
ち
込
み
、
ロ
ー

プ
ま
た
は
藤
の
つ
る
を
付
け
、
積
雪
を

利
用
し
て
川
岸
ま
で
運
び
ま
す
。
そ
の

材
木
の
両
端
に
穴
を
あ
け
、
そ
の
穴
に

ネ
ソ
と
呼
ば
れ
る
縄
状
の
木
を
通
し

て
、
つ
な
い
で
筏
に
組
み
、
通
常
は
３

人
の
筏
師
が
春
の
雪
ど
け
水
を
利
用
し

て
、
そ
の
筏
を
安
曇
川
河
口
の
船
木
ま

で
流
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
水
量
の
少
な
い
支
流
な
ど
で

は
、「
鉄
砲
」
と
呼
ば
れ
る
「
川
の
止

め
」
を
作
っ
て
、
一
定
水
位
ま
で
川
の

水
を
溜
め
、
一
気
に
水
門
を
開
け
て
、

そ
の
水
の
勢
い
（
鉄
砲
水
）
で
筏
を
流

す
こ
と
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

岩
場
や
急
流
の
多
い
と
こ
ろ
で
は
、
筏

を
流
す
時
期
の
前
に
な
る
と
石
を
割
っ

た
り
、「
川
の
止
め
」
を
つ
く
っ
て
水

面
を
高
く
し
た
り
す
る
な
ど
の
作
業
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
作
業
は
「
川

せ
ぎ
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

筏
流
し
と
水
力
発
電

　
大
正
10
年
（
１
９
２
１
年
）
に
荒
川

に
、
同
12
年
に
は
栃
生
に
安
曇
川
の
水

を
利
用
し
た
水
力
発
電
所
が
設
置
さ

れ
、
電
力
会
社
は
流り

ゅ
う
ば
つ
ろ

筏
路
を
作
る
な
ど

し
て
、
筏
流
し
が
引
き
続
き
行
え
る
よ

う
に
工
夫
を
し
ま
し
た
。
荒
川
発
電
所

で
は
、
筏
が
用
水
を
取
り
入
れ
る
高
岩

堰え
ん
て
い堤

か
ら
約
１・
１
㎞
の
水
路
の
ト
ン

ネ
ル
を
通
っ
た
後
、
安
曇
川
へ
合
流
す

る
た
め
に
、「
ソ
ロ
バ
ン
落
と
し
」
と

い
う
装
置
の
つ
い
た
落
差
30
ｍ
の
ス

ロ
ー
プ
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
筏
は
こ
こ

を
通
る
こ
と
に
よ
り
、
難
所
の
一

つ
で
あ
っ
た
朽
木
渓
谷
を
通
ら
な

く
て
も
良
い
こ
と
に
な
り
、
材
木
運
搬

の
大
幅
な
時
間
短
縮
に
も
な
り
ま
し

た
。

　
筏
流
し
は
、戦
後
数
年
間
続
け
ら
れ
、

道
路
網
の
整
備
に
伴
い
ト
ラ
ッ
ク
で
の

材
木
運
搬
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る

と
、
材
木
を
１
本
ず
つ
流
す
単
木
流
し

と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
単
木
流
し
も
、

昭
和
30
年
ご
ろ
に
は
行
な
わ
れ
な
く
な

り
、
川
を
利
用
し
て
材
木
を
運
ぶ
と
い

う
長
年
続
い
た
筏
流
し
の
歴
史
は
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

荒川発電所横の
「ソロバン落とし」


